
結核登録者情報システム
年報確定にあたって



結核登録者情報システムの構成

• 他のNESIDのシステム同様にウェブを利用し

て中央サーバに接続し、入力等の作業を行
なう。

• データベースは中央サーバ上にあり、各保健
所にはない。

• 感染症発生動向の２類感染症へ入力された
うち、基本情報については結核システムにイ
ンポートされる。



結核登録者情報システムの構成

• 基本的に結核システムへの登録には感染症
発生動向の２類感染症へ入力がまず必要。



結核登録者情報システムの構成

• 登録者情報についてのアクセス権が、保健所
- 都道府県政令市 - 国の各層について厳密
に設定されている。都道府県政令市、国のア

クセス権では氏名、生年月日、住所等、個人
情報に関するものは閲覧アクセスできない。

• 都道府県政令市、国の各層においても、個

人情報を除いたものについては検索、閲覧が
できる。



結核登録者情報システムの構成

• 登録時情報: 登録時の情報は全てここに集約す
る。

• 治療中の情報: 登録時以後の菌情報、公費負担
情報を順次入力する。

• 現在時情報: 菌情報、公費負担情報以外で最新
の情報を更新していく
→年明けに年末時情報として年報報告情報とな
る。

• コホート情報:患者のコホート情報を入力する。
治療成績判定の基礎となる。



結核登録者情報システム入力内容

• 登録までの状況 : 患者背景・基本情報（性、年齢、職業、国
籍、等）、治療区分（初回、再治療）、発見方法、発見の遅れ

• 病状 : 病類（肺、肺外）、合併症、菌検査、Ｘ線検査、感受性
検査

• 治療 : 使用抗結核薬、保険、公費負担

• 終了・除外 : 治療終了、登録除外

• コホート : 月毎の情報



登録者入力



結核登録者一覧

培養検査中、

培養陽性者で感
受性検査未把握、
病状不明者、

が表示されるの
で情報判明者に
ついては入力を

行う。



結核登録者情報（登録時情報）
登録時、診断時の情報を集約し入力する



登録時の情報を入力

菌検査などは厳密に登録時のものではなくても、登録
時の診断のものとみなされるものはここに集約する。

例: 届出 4月1日塗抹陰性 37条の2
4月4日塗抹陽性 37条

この場合、後者を登録時情報に入力

薬剤感受性検査結果も結果は後で判明するが、結果
判明後戻って登録時情報に入力する



治療中の情報
(菌情報、公費負担情報)を入力



•登録時情報画面、現在時情報画面

公費負担区分が「不承認」
「その他適用なし」の場合、
赤線内の入力は不要です。



「 情 報 の 時
期」欄を追加
しました。

公費負担承認開始時期
・「37条」「37条の2」
未来日の登録が可能です。

・「その他適用なし」「不承
認」
登録が不要です。



治療中の情報について、菌検査と公費負担情
報について入力

菌検査:コホート情報に転記される(同月内に複
数結果がある場合、陽性を優先)

情報時期と菌採取時期、公費負担時期は一致
させる
(情報時期は結果を入手した時期ではなくあく
まで検体や公費負担発生時期)。



治療が終了した患者は
治療不要として不活動

性結核とする



現在時情報→年が明けると年末時情報としてきりだされる
年末時統計は年末時情報を修正する

年報情報は年末時情報を使用するため年報確定作業は
「年末時情報」を確認・修正を行なう。

年内に現在時情報を更新しておくと年末時統計の作成が
容易

年末時情報について
治療が終了した患者は「治療の要否」を治療不要に

→不活動性結核に

活動性不明(病状不明)について
6ヶ月間情報がない場合に活動性不明となる
年末から6ヶ月以内のX線情報または菌情報を入力



肺外結核の管理検診でX線、菌検査も実施せず病
状調査のみの場合
年末時情報で、過去の入力があればX線、菌検査
情報を消す(この情報があると優先的にみにいくた
め)
情報の時期に管理健診日を入力

登録の削除
治療終了後2年間は登録 - LTBI治療も同様
行方不明者は明確な基準はないが1年程度が妥当







登録時、治療中の情報、現在時から情報が転載
および、コホート画面から直接入力

治療成績自動判定の注意点
対象は肺結核患者だが、実際に成績が判定されるのは
標準治療開始者

登録時の化療内容が標準治療でない、または不明
→判定不能となる

判定はコホート画面の情報、登録削除(死亡)情報および
治療終了情報(時期)より判定される



治療成功について
コホートの治療状況に「完遂」があること
標準治療でPZA2ヶ月使用治療期間180日

それ以外 270日であること

数日足りない場合、治療内容をよく吟味した上で治療
終了時期を調整する

治療期間が365日を越えれば「12ヶ月を越える治療」
となる



補足1

活動性分類について



活動性分類 － 主な罹患臓器による分類

• 肺結核 － 肺または気管支を主要罹患臓器とする
結核症

• 肺外結核 － 肺および気管支以外を主要罹患臓
器とする結核症、および粟粒結核

• 肺結核と肺外結核を合併した場合は肺結核とする

• 粟粒結核は肺結核の如何を問わず肺外結核とする



活動性分類 － 菌所見による分類

• （１）喀痰塗抹陽性

• （２）その他の結核菌陽性：

喀痰塗抹以外の検体検査法で結核菌陽性。塗抹陰性で
培養陽性、気管支内視鏡で塗抹陽性、核酸増幅法で結
核陽性、など

• （３）菌陰性・不明：

結核菌陰性。検査未実施も含む



活動性分類 － 菌所見による分類注意

• 治療開始後6カ月以内に「その他結核菌陽性」、「菌

陰性・不明」の者がそれよりも若い番号の菌検査結
果が得られた場合はそれに変更する

• 例：登録時菌陰性、２カ月後の検体で喀痰塗抹陽性
の場合、活動性分類は菌陰性・不明から喀痰塗抹
陽性に変更になる



活動性分類 － 治療の既往による分類

• 初回治療

• 再治療：

結核に対する化学療法を過去に1カ月以上受け、か
つその治療終了後2カ月以上経過している者

• 既往の治療が不明の場合は初回治療としてあつか
う



総合患者分類 － 登録時

• 肺結核活動性 喀痰塗抹陽性 初回治療

• 肺結核活動性 喀痰塗抹陽性 再治療

• 肺結核活動性 その他の結核菌陽性

• 肺結核活動性 菌陰性・その他

• 肺外結核

• 潜在性結核感染症 （別掲扱い）



登録時と現在時（年末時）

• 結核統計には登録時と現在時（年末時）がある

• 登録時：それぞれの患者が登録された時の状況、
情報

• 現在時：ある暦上の一時点で登録されている患者
のその時点での状況、情報。登録まもない患者、登
録後数カ月たった患者、治療が終了した患者（結核
回復者）など、いろいろな状況の患者情報が混在す
る

• 年末時：現在時で特に12月31日現在としたもの



登録時の活動性分類の固定

• 治療中の患者の現在時の活動性分類は登
録時のものが固定される

• 例：登録時喀痰塗抹陽性初回治療であった
患者が3カ月後菌陰性化した場合でもその時

点での現在時活動性分類は喀痰塗抹陽性初
回治療



現在時（年末時）活動性分類

• 不活動性：治療を終了した者（経過観察が必要である者）

治療の要否→治療不要

公費負担→なし

受療状況→治療なし

• 活動性不明（病状不明）：最近6カ月以内に病状に関する診
断結果が得られない者

Ｘ線検査、菌検査の各時期

管理健診時期を現在時の情報時期に入力



総合患者分類 － 現在時（年末時）

• 肺結核活動性 喀痰塗抹陽性 初回治療
• 肺結核活動性 喀痰塗抹陽性 再治療
• 肺結核活動性 その他の結核菌陽性
• 肺結核活動性 菌陰性・その他
• 肺外結核
• 不活動性結核
• 活動性不明

• 潜在性結核感染症 治療中 （別掲扱い）
• 潜在性結核感染症 観察中 （別掲扱い）



補足2

薬剤感受性検査結果の帳票変更およ
び年報確定時に確認すべき帳票上の
点について



(旧帳票)
新登録肺結核培養陽性患者 － 登録時薬剤感受性検査、性、都道府県政

令指定都市別

多剤耐性(MDR) ＨＲＳＥ以外の薬剤は耐
性以外であること



HR耐性
H耐性/R
感受性

H感受性
/R耐性

HR感受
性

耐性 感受性
未実施・
不明

耐性 感受性
未実施・
不明

なんらか
1剤以上
耐性

全てに感
受性

Ｐ Ｔ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

HRSE

肺結核結核菌培養陽性者

総数

薬剤感受性検査結果把握（ＨＲ両剤実施）

HR両剤
未実施

その他・
不明計

INH/RFP SM EB

(新帳票)
新登録肺結核培養陽性患者 － 登録時薬剤感受性検査、性、都道府県
政令指定都市別

注：
①＋②＋③＋④=T

⑤＋⑥＋⑦=T

⑧＋⑨＋⑩=T

⑪＋⑫=T

1 2 3 4
1
2
3
4

T
⑬
⑭

INH

RFP

1 耐性
2 感受性
3 未実施
4 不明

主な対象がINH, RFP両剤について検査実施者となる



• 新登録肺結核 － 登録時総合患者分類、症状の有無別

• 新登録肺結核有症状 － 登録時総合患者分類、発見の遅れ期間別

肺結核有症状患者
が対象となる



新登録肺結核有症状－登録時総合患者分類、発見の遅れ期間別

受診の遅れ
Patients’ delay

診断の遅れ
Doctor’s delay

発見の遅れ
Total delay

不明者数の確認



新登録患者 － 登録時総合患者分類、発見方法別

症状受診

接触者健診

管理健診中の再発



新登録患者 － 登録時総合患者分類、化療内容、治療区分別

単剤治療
本当にこれでよいか？



新登録患者 － 登録時総合患者分類、合併症
（糖尿病、ＨＩＶ）の有無別

（別掲）

潜在性

肺外結核 結核

総　数 活動性 感染症

その他の 菌陰性･

総　数 結核菌陽性 その他

総　数 初回治療 再 治 療

総 数 23,261 18,328 9,019 8,237 782 6,278 3,031 4,933 4,930

糖尿病 

　あり 3,085 2,433 1,462 1,345 117 707 264 652 124

　なし・不明 20,176 15,895 7,557 6,892 665 5,571 2,767 4,281 4,806

HIV 検査結果

　　検査実施ＨＩＶ陽性 53 38 19 18 1 13 6 15 2

　　検査実施ＨＩＶ陰性 23,208 18,290 9,000 8,219 781 6,265 3,025 4,918 4,928

　　検査未実施

　　不明

Sputum smear(+)

活  　動　  性　  結　  核

肺　結　核　活　動　性

喀痰塗抹陽性

項目変更



新登録患者 － 登録時総合患者分類、国籍、性、年
齢階級別

(別　掲）

潜在性

結核

総　数 肺外結核 感染症

その他の 菌陰性･ 活動性

総　数 結核菌陽性 その他

総　数 初回治療 再 治 療

総         数 Total 23,261 18,328 9,019 8,237 782 6,278 3,031 4,933 4,930

　男 Male 14,628 12,031 6,073 5,469 604 4,058 1,900 2,597 2,206

　女 Female 8,633 6,297 2,946 2,768 178 2,220 1,131 2,336 2,724

  0～4 歳 30 22 0 0 0 3 19 8 370

  5～9 26 15 0 0 0 4 11 11 160

  10～14 251 217 60 58 2 76 81 34 244

  15～19 1,536 1,311 389 374 15 520 402 225 859

日本生まれ 21,976 17,301 8,616 7,863 753 5,927 2,758 4,675 4,587

　男 Male 13,988 11,506 5,864 5,281 583 3,874 1,768 2,482 2,049

　女 Female 7,988 5,795 2,752 2,582 170 2,053 990 2,193 2,538

  0～4 歳 28 21 0 0 0 3 18 7 341

  5～9 21 12 0 0 0 4 8 9 146

外国生まれ（最近5年以内

入国）
574 477 156 152 4 160 161 97 158

　男 Male 284 241 77 75 2 83 81 43 82

　女 Female 290 236 79 77 2 77 80 54 76

  0～4 歳 0 0 0 0 0 0 0 0 14

  5～9 1 1 0 0 0 0 1 0 8

  10～14 3 2 0 0 0 2 0 1 3

外 国 生まれ（その他・時

期不明）
378 287 128 121 7 100 59 91 135

　男 Male 140 107 53 50 3 38 16 33 52

　女 Female 238 180 75 71 4 62 43 58 83

活　　動　　性　　結　　核

喀痰塗抹陽性

肺　結　核　活　動　性

出生国別に



年末時登録者ー総合患者分類、性、年齢階級別

年末時要医療の者
治療不要となった者

病状不明
は6ヶ月情報なしで病状不明



年内登録除外者ー総合患者分類、登録期間、除外理由別

（別　掲）

総　数 肺外結核

総　数 その他の 菌陰性・ 活動性

結核菌陽性 その他

　総　数 初回治療 再治療

総数　

　観察不要 

　結核死亡 

  他の死亡 

　転出 

　登録中の再登録

　その他 

１年未満前登録

　観察不要 

　結核死亡 

  他の死亡 

　転出 

　登録中の再登録

　その他 

１年以上２年未満前登録

活　　動　　性　　結　　核

肺　結　核　活　動　性
潜在性
結核感染

症

喀痰塗抹陽性

潜在性結核感染症治療中からの
結核症発病や
結核回復者の再発



• 前年新登録で登録時入院の患者ー総合患者分類、入院期間別

• 前年新登録で登録時入院または外来の患者ー総合患者分類、治療期
間別 治療を開始した者

死亡や自己
中断も含まれる

治療がきちんと
終了した者



前年登録肺結核ーコホート観察

治療成功
死亡が多い：結核患者の高齢化の影響
判定不能：治療開始前死亡、耐性・合併症のため

標準治療で開始できず、入力情報不足等


